
























緒言:

　未熟児医療は,最少操作による保育を主体とした昔の形とは大きく変って積

極的な姿勢で極小未熱児や呼吸障害児の後遺症を伴なわぬ生存率を上昇させよ

うという目的て集中強化医療を中心とする時代になってきている。事実わが国

でもまだ一部の施設ではあるが成果を挙げつつある。

　このためには,広くわが国全体についてみて,未熟児医療施設が増設されるの

みならず内容が充実されねばならない。そして従来の未熟児養育医療指定機関

を新らしい観点から再計価するとともに,各地において“地域的体制”

regionalization が整備されるべき時期にきていると思われる。


